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研究成果の概要（和文）：本研究では、全身の栄養状態を感知するセンターである視床下部弓状核における脂肪
酸代謝分子、特に脂肪酸結合タンパク質（FABP7）に着目し、①FABP7ノックアウト(KO)マウスの摂食行動解析、
②弓状核における高脂肪食摂取時の脂肪酸代謝分子の発現解析、③FABP7が担う弓状核神経細胞の可塑性調節機
構の解析、を行うことで、視床下部グリア細胞のFABP7の摂食応答に対する役割を明らかにすることを目的とし
た。その結果、視床下部弓状核のグリア細胞にFABP7が高い発現を示すことが明らかとなった。さらに、FABP7KO
マウスでは野生型に比べて、弓状核におけるレプチン応答性が高かった。

研究成果の概要（英文）：The hypothalamus is involved in the regulation of food intake and energy 
homeostasis. However, the molecular mechanisms involved in these activities remain largely unknown. 
In this study, we examined in detail the localization of fatty acid-binding protein 7 (FABP7) in the
 hypothalamic ARC. Immunohistochemistry revealed that FABP7+ cells are NG2+ or GFAP+ in the ARC. In 
mice fed a high-fat diet, weight gain and food intake were lower in FABP7 KO mice than in wild-type 
(WT) mice. FABP7 KO mice also had lower food intake and weight gain after a single injection of 
leptin, and we consistently confirmed that the number of pSTAT3+ cells in the ARC indicated that the
 leptin-induced activation of neurons was significantly more frequent in FABP7 KO mice than in WT 
mice.

研究分野： 神経科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

食の嗜好性を制御する脳内メカニズムは非

常に複雑である。最近の研究からは、血中ブ

ドウ糖や脂肪細胞由来のレプチンを感知する

視床下部弓状核と、中脳被蓋腹側野-側坐核-

前頭前野などの神経ネットワークが、全身の

栄養状態感知と報酬系との連関のもとに、摂

食行動や満腹感を制御していることが次第に

明らかになってきている。しかしながら、現

代人の肥満やメタボリック症候群のコントロ

ールの上で最も肝要である脂質に対する嗜好

性を制御するメカニズム、さらに精神疾患患

者にしばしば見られる食行動異常の脳内メカ

ニズムについては不明な点が多く、その分子

基盤の解明は急務である。 

 

２．研究の目的 

本研究では、全身の栄養状態を感知するセ

ンターである視床下部弓状核における脂肪

酸代謝分子、特に脂肪酸結合タンパク質

（FABP7）に着目し、①FABP7 ノックアウト

(KO)マウスの摂食行動解析、②弓状核におけ

る高脂肪食摂取時の脂肪酸代謝分子の発現

解析、③FABP7 が担う弓状核神経細胞の可塑

性調節機構の解析、を行うことで、視床下部

グリア細胞のFABP7の摂食応答に対する役割

を明らかにすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

（１） FABP7 欠損マウスと野生型マウスの

高脂質食ならびに脂肪酸コントロール食に

対する食行動の解析 a.通常食、高脂質食

ならびに脂肪酸コントロール食の摂取量、

体重増加、血清成分分析、 b.視床下部（主

に弓状核）におけるニューロン・グリアの

形態解析:免疫染色・ウェスタンブロット・

qPCR、  

 

（２） グリア細胞（視床下部）培養細胞に

おける細胞生物学的解析 a.初代培養アス

トロサイト(AC)およびオリゴデンドロサイ

ト前駆細胞(OPC)での各種脂肪酸取り込み

解析、 b.細胞内シグナル関連解析:リン酸

化抗体を用いたウェスタンブロット 

 

４．研究成果 

食調節中枢である視床下部弓状核における

FABP7 の詳細な発現と、FABP7KO マウスの解

析を行い、以下の結果を得た。 

 

（１） 免疫染色による検討で、マウス視床

下部弓状核において、FABP7 の発現がアスト

ロサイトおよびオリゴデンドロサイト前駆

細胞に認められた（下図参照）。 

 

（２）野生型と FABP7KO マウスに対して通常

食および高脂肪食投与を行い、体重と血清デ

ータの比較を行った。その結果、通常食投与

では、両群間で差異を認めなかったが、高脂

肪食投与では、FABP7KO マウスで野生型マウ

スに比べて体重が増加せず、高脂肪食の摂取

量も減っていることが明らかになった。しか

しながら、血中のグルコース、遊離脂肪酸、

コレステロール量などには、著明な変化を認



めなかった（下図参照）。 

 
（３） 

野生型とFABP7KOマウスに対してレプチンを

投与し、視床下部弓状核におけるレプチン応

答性を、pSTAT3 陽性細胞数にて評価した。そ

の結果、レプチン投与後 60 分後において、

FABP7KOマウスの弓状核pSTAT3陽性細胞数は

野生型マウスに比べて増加していることが

明らかになった（下図参照） 
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